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入さている。今後，冬春季だけでなく，
秋冬季においても国際競争に晒される
可能性があることや，近年，夏秋季の
気象の年次変動が大きく秋冬季の作柄
に影響を及ぼす場合が見られることな
どから，需要動向に応じて安定的に質
感の高い商品の生産・供給を目指した
技術の開発と生産現場への普及（図
-16）をさらに推進することがトルコ
ギキョウに関わる産業の持続的な発展
を図るうえで重要となっている。
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本データは，災害応急対策の基礎資料の被害応急調査結果で，
気象災害の種類別に主な農作物被害概況（平成 10 ～ 28 年の
被害見込み金額）から引用した。

災害の種類別にみると，ほぼ毎年被害があるのは「大雨・台
風」である。特に，平成 16 年は，観測史上最多の 10 個の台
風が日本列島に上陸するなど多くの台風が上陸，接近し農作物
に甚大な被害をもたらした。その被害は農作物に止まらず，農
地や農業施設に及び，それらの被害額は 2,600 億円とさらに
甚大となる。

「低温・日照不足」も発生頻度は多くないが，被害額は大雨・
台風に劣らない。平成15年は平成5年以来10年ぶりの冷夏で，
東日本での日照時間は平年の 7 割以下で，被害額は 4,175 億
円に上った。「降雪」被害の頻度は高く，平成 26 年には 2 月
上～中旬に太平洋側での広い範囲の大雪があり，ビニールハウ
スの倒壊に伴う農作物の損傷等で被害を大きくした。「干ばつ
被害」は平成 13 年以来発生していない。　　　　　　（K.O）
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